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求め る｡ 磁化 h は各固有状態iの磁 化の熟平均 を とる ことによ り､分配 関数
I
Z-≡ exp(-E･/kBT)を用いて､∫
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が使用されることもある｡ ここで叩 )とF(6)は定数である 【6】｡Ce3+ィォンでは､6次の等価
演算子の行列要素は全て0となり (Huchings[3】参照)､第-項から､
+i +号 +与 圭 一i 蔓
60B.0 0 0 060J亨B.0 00-i80B.0 0 0 060J亨B.0
HcEF= 0 0 120B40 0 00 0 0 120B40 0
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昭 )-I-i) 但r8-･120抑 (13)
となり､二重項r7と四重項r8に 分裂す ることがわかるoそのレベ ル 差 はA=Er8-Er7=360B40
である｡それぞれの状態の電荷空間分布を図 1に示す｡電荷空間分布の計算方法は､例え
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が立方晶か ら低対称へ変化 した場合を考 える｡
CeA12CCB6CeAgCeGa2CeRLbSi2ccCu2
Cubic 〃eA･ TeITB OTl)o
図 5 結 晶構造が異なる Ce化合物
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2 【R=Tm:T.4】
4 【R=Ho:T.51
4 【R=Pr:T.61
4 【R=Ce:T.7】
5 【T.8】
5 【R=Ce:T.91
5 【T.10]
5 【T.Ill
7 【T.121
9 【R=Ce:T.I3】
4. 終りに
f電子がよく局在しているpr,Nd‥などの希土類を含む化合物では､結晶場効果を考える
ことでその磁性をよく理解できた｡しかし､Ce,Ybを含む化合物では､伝導電子との混成効
果による近藤効果が働き､結晶場効果がはっ`きりと見えない物質が多く見られる｡ 近藤温度
TKが数KのCeCu6等では､低温で近藤効果に起因した重い電子状態を形成し帯磁率が一定値
を示すが､高温では基本的に結晶場効果が見られる｡ 中性子非弾性散乱にも結晶場励起が見
られている｡さらに混成が大きくなり､αsn3等のようなTKが数百Kの価数揺動物質になる
と､f電子は遍歴している描像で理解でき､結晶場の考えが適応できない0Uに含まれる5r電
子は､4f電子と31電子の中間としてとらえることができ､4f電子よりも遍歴性が増している.
従って､結晶場効果がはっきりと見られていろU化合物は数少なく､Upd.､のように中性子非
弾性散乱で結晶場励起が確認されている物質は数少ない｡
最近 トピックとなっている磁気ポーラロンや非フェルミ液体状態などの新しい物性を考え
るときにも､結晶場効果はその基本にある｡結晶場効果は､その歴史の古さにもかかわらず､
現在においても非常に重要な概念である｡
謝辞 :神木正史､竹ケ原克彦､鈴木孝至諸先生には､結晶場効果について御教示頂きまし
た｡都立大佐藤研の皆様には色々と議論して頂きました｡この場をおかりしてお礼申し上げ
ます｡
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